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健康長寿に係るイチオシ事業 

寄居町 
～「よりいプラス１０００歩運動」で健康づくり～ 

(１) 事業概要 

寄居町は、町民一人ひとりが主体的に取り組む健康づくりを応援し、健康長寿の延伸

と健康長寿のまちの実現を目指し、平成２９年度に寄居町健康長寿計画を策定した。計

画では「身体活動・運動」の取り組みとして、毎日運動する人が増加するよう、プラス

１０００歩運動（埼玉県コバトン健康マイレージ事業）で活動量計を配布しウォーキン

グの実施を支援している。 

本事業は、埼玉県の推奨モデルを活用し、平成２７年度から開始した。開始後３年間

は埼玉県健康長寿埼玉モデル普及促進事業補助金を活用し、補助金終了後の平成３０年

度からは埼玉県コバトン健康マイレージ事業にも参加し、継続的に町事業として実施し

ている。 

対象は２０歳以上の住民・在勤者としている。参加者は２７年度５２６人、２８年度

７０３人、２９年度以降も１０００人前後を推移している。 

また、運動習慣者の増加を目的として「ラジオ体操普及促進事業」を展開している。

具体的には、一般財団法人簡易保険加入者協会の健康タウン推進構想によりラジオ体操

講習会を平成２９年度から実施し、ラジオ体操やみんなの体操の普及啓発を図っている。

（今年度は新型コロナウイルス感染拡大のため中止。）その他、町保健師が考案した「ふ

るさと健康体操」を行う健康体操教室では、自主活動ボランティア「よりい健康体操サ

ポーター」の協力のもと実施している。 

(２) 契機 

 高齢化率の上昇 

当町の高齢化率は年々上昇し、令和２年には３４．７％となり、町民の３人に１人

が６５歳以上の高齢者である。今後も県や全国を上回るペースで高齢化が進展する

ことが予想される。 

図１ 高齢化の推移 
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 健康長寿の延伸 

町では、「健康長寿県下ナンバー１」を目標に掲げている。平成２３年の町の６５

歳健康寿命は男性１６．５６年、女性１９．６６年であったが、平成３０年度は男性

１７．２５年、女性２０．１２年と微増傾向ではあるが、未だ県平均より低い数値で

ある。 

 住民全体で健康づくりを推進する機運の高まり 

健康づくりに興味のある町民を対象に、「健康体操サポーター」を養成しており、

今年度は健康体操教室の自主活動の運営を主に行い、また各地区での自主的な体操

グループの運営も行っている。毎年、新しくサポーター活動を行いたいという方もお

り、新規サポーター養成講座とフォローアップ講座を行い健康づくりの知識とスキ

ルを学んでいる。 

 

 

(３) 内容 

事業名 よりいプラス１０００歩運動（埼玉県コバトン健康マイレージ事業） 

事業開始 平成２７年度 

事業概要 

 町内在住・在勤者を対象に、活動量計を無償貸与して１日１，０００

歩（約１０分）多く歩いてもらう事業である。平成２８年から ICT 導入

し、読み取り器を町内５か所のほか、団体で参加している小・中学校や

企業等には読み取り機を貸与し、働く世代が参加しやすい環境に努め

ている。 

新型コロ

ナウイル

ス対策 

・集団健康教室の開催は中止 

・月２回の応援メールを配信し、がん検診や健康教室の案内、感染症

予防などの時事内容を掲載 

・健康チェックコーナーは広報等で周知せず、来庁者へ検温と消毒、

３密を避けた感染対策を徹底した上で、測定項目を減らして実施 

・教室等による運動不足解消のため、自宅で簡単にできる運動と脳ト

レを組み合わせたパンフレット「おうちで出来る！！よりい健康体

操」を作成し、毎戸配布した 
【参考】推奨 

プログラム 

（埼玉モデル） 

プラス 1000 歩運動 

  

 令和２年度 【参考】令和元年度 

予 算 ３，４３６千円 ３，８６２千円 

参加人数 

９７２人 

前年度からの継続参加 ９３８人 

継続者割合 ９６．５％ 

１，００６人 

期 間 令和２年４月～令和３年３月 平成３１年４月～令和２年３月 

実施体制 
主管課：健康福祉課保健指導班 

    町民課保険年金班 

主管課：健康福祉課保健指導班 

    町民課保険年金班 
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 継続参加者への利用環境継続 

読み取り機常設５台（役場、保健福祉総合センター、図書館、男衾・用土連絡所）

のほか、貸し出し用 Wi-Fi機能付き読み取り機を町立小・中学校や企業等１４団体に

貸し出し、読み取り機移動や設置は町職員が実施した。また、体重・体脂肪・筋肉量

等の測定ができる体組成付き読み取り機は、利用頻度の高い役場に設置している。 

 応援メール配信・個人WEBページ閲覧 

応援メールはがん検診や健康教室の案内、感染症予防など、その時期ならではの内

容を配信（月２回：１５日、３０日）。また、常時個人用 WEB の閲覧も可能。 

 参加者の募集（令和２年６月） 

広報よりいに、事業の概要等を掲載し、新規参加者の募集を行った。 

 応援レターの送付（令和２年１２月、令和３年３月予定） 

実施期間中２回送付する。個人の歩数に合わせて、取り組みへの注意点が記入して

ある。応援メールや個人 WEB ページが閲覧できない参加者からは好評である。 

 生活習慣予防健康教室の開催 

新型コロナウイルス感染症流行に伴い、例年通りの健康教室の開催が困難であっ

たが、今年度は屋外で人数制限を設けるなどの感染症対策をとりながらノルディッ

クウォーキング教室を実施した。 

 コバトン健康マイレージ抽選会への参加（６月、９月、１２月、３月の年４回） 

よりいプラス１０００歩運動参加者は埼玉県コバトン健康マイレージ事業にデー

タ連携として参加している。年４回実施する抽選会には事務局に参加者の歩数デー

タを送付し、当選した参加者から喜びの声が聞かれている。 

 

(４) 事業効果 

令和２年度の検証結果はまだ出ていないことから元年度の結果を報告する。 

 歩数データからみた運動継続の実態 

  令和元年度参加者の中で、令和元年８月から１２月の５か月間、歩数記録があった５

０１名（男性２２５人、女性２７６人）を対象とした。参加男女別でみると、全ての月で

男性が女性の平均歩数を上回っていた。また、継続新規別の平均歩数でみると、８月は新

規参加者が継続者を上回っていたものの、徐々に継続者が歩数を伸ばし、５か月後の１２

月には継続者が新規参加者を上回る結果となった。 

 表２ 継続新規別月別平均歩数 

年月 継続 新規 

令和元年８月 ５，６７８ ６，３０９ 

９月 ６，９４６ ７，１９８ 

１０月 ７，８９５ ６，５６０ 

１１月 ７，５２０ ６，７９１ 

１２月 ７，８７５ ６，６６０ 

平均歩数 ７，１８３ ６，７０４ 
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（イ）  医療費分析 

  参加者のうち、寄居町国民健康保険被保険者１５７名の平成３０年１２月～令和元年

１１月までの外来医療費について分析を行った。 

平成２７年～平成３０年からの継続参加者、令和元年新規参加者いずれにおいても、

１人当たりの月別平均医療費は増加となった。 

 

(５) 成功の要因、創意工夫した点 

 参加者のやる気意識を持続させ、健康づくりの機運を高めることができた 

実施期間途中での脱落者を減らす工夫として、参加者のやる気意識を持続させる

ために、応援レターの送付、応援メールの配信を行った。また、町公式ホームページ

内に参加者募集とともに事業の効果について掲載し、事業への意欲を高めた。 

 住民主体で健康づくりを推進する機運の高まり 

   体操サポーターの養成等を継続して行った。開始当初は、自信が持てずにいた参加

者も、数年かけ繰り返し事業での経験や研修を重ねた結果、町の事業協力だけでなく、

地域での健康体操を主体的に運営するなど健康づくり活動が増加した。 

 国保担当との協働 

   医療費削減や生活習慣病重症化予防の観点から、プラス１０００歩だけでなく、健

康チェックコーナーなどの保健事業を町民課国保担当と協働した。保健師と事務職

員で企画段階から話し合い、共に事業運営することで連携が図れている。 

（エ） デジタル巡回ラジオ体操への参加 

   新型コロナウイルス感染症の影響で中止となった「2020年度巡回ラジオ体操・みん

なの体操」の開催予定地であった自治体を対象に、NPO 法人全国ラジオ体操連盟、NHK、

株式会社かんぽ生命保険と共同で自治体の PRとラジオ体操の動画を撮影し、かんぽ

生命ラジオ体操 YouTube チャンネルにて配信された。その内容についてのチラシを

応援レターに同封し、自宅でもラジオ体操ができるよう普及に努めた。 

（オ）地域の関係者等との連携 

   寄居町健康づくり推進協議会（大学教授、医師、歯科医師、薬剤師、管理栄養士、

保健所長など計１５人の委員での構成）で例年助言をいただいているが、新型コロナ

ウイルス感染症の影響で中止となった。 

 

(６) 課題、次年度に向けて 

 参加者数の確保 

人口３万３千人の当町で、１,０００人程度の参加者と、規模の大きい事業となっ

ている。参加者の多くが６５歳以上の高齢者であり、自身の体調や家族の介護等を理

由に辞退される方も多い。また、今年度はコロナ禍にあり、教室やイベントも思うよ

うにできず、新規参加者の募集も困難であった。運動を継続的することは、健康長寿

を目指すだけでなく、免疫力を高め、感染予防やこころの健康にもつながる等その効

果が期待されるため、引き続き新たな参加者の獲得に努める。 

 医療費抑制効果の明確化 

参加者及び非参加者と年齢・性別が同じ方の医療費を算出し、比較検証するように

したい。 
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 活動量計の管理 

経年劣化による活動量計の不具合が増加。また、費用徴収が伴う破損・紛失をきっ

かけに辞退する場合もある。活動量計を活用した事業の魅力をより伝えていく必要

がある。 

（エ） 参加者のモチベーション維持 

   新型コロナウイルス感染症拡大から、外出を控えて運動不足とならないよう、活動

量計を持ってのウォーキングを推奨しているが、新規参加者や歩数データの伸び悩み、

事業辞退の申し出などに課題がある。参加者のモチベーションを維持できるような仕

掛けづくりが必要である。 

 

 

（７）健康寿命 

年度 男 順位 女 順位 

Ｈ３０ １７.２５歳 ５１位 ２０.１２歳 ５４位 

Ｈ２９ １７.０９歳 ５５位 ２０.２０歳 ４３位 

 


